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新たなまちづくり

１件

予算

4件
事件議決

４月４月
臨時会臨時会

2021年
4/26

上程された議案

山口ゆめ回廊博覧会オープニングイベント「こんにちは、ゆめはく！」（７月３日）

７月に山口市産業交流拠点施設「ＫＤＤⅠ維新ホール」がグランドオープン
するとともに、山口県央連携都市圏域で開催される「山口ゆめ回廊博覧会」
も始まりました。新山口駅を交流の核として、にぎわいの創出や交流人口の
拡大が期待されます。
市議会も４月に臨時会を開催し、新たに議長・副議長を選出。新体制のもと
議員34人が一丸となって本市の発展に取り組んでいきます。

駅構内の博覧会案内サイン

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
に
よ
る

「
ゆ
め
の
宝
船
」

　
平
素
よ
り
市
議
会
の
活
動
に
対
し
ご

理
解・ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
よ
り
、市
民
の
皆
様
を
は

じ
め
、全
て
の
事
業
主
の
皆
様
に
は
、新

し
い
生
活
様
式
の
定
着
に
向
け
た
取
組

を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、議
会
は
市
民

に
寄
り
添
い
、行
政
と
協
力
し
な
が
ら

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

し
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る

市
議
会
を
目
指
す
と
と
も
に
、政
策
条

例
の
立
案
、審
議
会
な
ど
市
政
へ
の
女

性
の
参
画
に
つ
き
ま
し
て
も
、引
き
続

き
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、今
後
と
も
、お
力
添
え
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、副
議
長
と
い
う
大
任
を

拝
し
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、34
名
の

市
議
会
議
員
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
意
見

を
互
い
に
尊
重
し
つ
つ
も
、合
議
体
と

し
て
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
最
善
の
結

論・方
向
性
を
示
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
使
命
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

常
に
、市
民
に
と
っ
て
最
良
の
方
向

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
考
え
、市
議
会

全
体
と
し
て
最
善
の
結
果
を
示
し
続
け

ら
れ
ま
す
よ
う
、そ
の
職
責
を
全
う
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
議
会
に
対
し
、厳
し
く
も
温
か
い

ご
指
導
を
心
よ
り
お
願
い
し
、副
議
長

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

議長　伊藤　斉

副議長　村上 満典

市議会も新体制で課題に挑む
始動始動始動始動始動始動始動始動始動始動始動始動始動始動始動始動始動始動始動始動始動始動始動始動始動始動始動
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●修学旅行や部活動の大会等の延期・中止
により、子供たちの心が冷え切っている
中、子供たちの思い出をひとつでもつく
るという意気込みを感じ、賛成する。

●ワクチンの高齢者への優先接種を７月末
までに終えるための体制確保に係る経費
であり、接種を待ち望んでいる市民の安
心・安全のため、迅速に対処されたこと
を評価する。

指摘・要望指摘・要望

●市内の飲食業、宿泊業者の窮状が伝えられる中、いち早い
施策実施が望まれる。

指摘・要望指摘・要望

市内事業者の感染症対策・ DX
への対応支援　  【2億5,900万円】
　市内中小企業団体における感染症対策
や、デジタル化の流れに柔軟に対応し、経営
基盤の強化や新規事業展開へつなげる取
組を支援します。

●補助対象となる団体に加入していない事業者や、地域
の小規模な事業者団体等へも支援が行き届くよう検討
していただきたい。
●「具体的に何をしたらよいのかわかりにくい」との声
もあるため、丁寧な説明・相談によって効果的な支援
となる体制整備と制度設計を求める。

指摘・要望指摘・要望
アフターコロナを見据えた社会の変化を成長へ

駅構内の博覧会案内サイン

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
に
よ
る

「
ゆ
め
の
宝
船
」

社会の変化を
 成長につなげる

新型コロナウイルス感染症経済対策 第９９弾

４件

予算

7件
条例

32件
事件議決

６月６月
定例会定例会

2021年
6/7～6/28

上程された議案

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

経
済
対
策
第
９
弾
な
ど
、一
般
会
計

予
算
の
総
額
を
８
８
８
億
８
，３
２
７

万
円
と
す
る
補
正
予
算
案
な
ど
43

議
案
を
可
決
、
承
認
し
ま
し
た
。

観光関連産業応援プロジェクト
【1億3,500万円】

　県が実施する『行こうよ。やまぐちプレミアムキャンペーン』
期間中、市内宿泊施設の宿泊者を対象として、特産品等を取り
扱う土産物店等で利用できるクーポン券を配布します。

コロナに負けるな！ やまぐち応援マルシェ
【1,000万円】

　売り上げ減少等の影響を受けている市内農林水産物生産者
への支援として販売促進イベントを実施します。

市内消費を喚起

「子育て世帯生活支援
特別給付金」の給付

【2億9,241万円】
　ひとり親世帯等への支援として、児童一人
につき５万円を給付します。

「新型コロナウイルス感染症生活
困窮者自立支援金」の支給

　　　　　　 【3,393万円】
　すでに貸付限度額に達するなど、
緊急小口資金等の特例貸付を利用で
きない世帯を支援します。

●必要な世帯に一日
でも早く支援が届
くことを求める。

指摘・要望指摘・要望

日常を取り戻しつつある小学校

ワクチン接種体制の強化
　　　　　　　　　　 【1億6,146万円】

高齢者施設等の従事者へのＰＣＲ
検査の実施　  　　　　【3,750万円】

学校活動等で県外を訪れた小・中
学生等へのＰＣＲ検査  【1,500万円】
　修学旅行や部活動で県外を訪れた児童生徒、
教職員の希望者を対象にＰＣＲ検査を実施します。

市民生活の安定

第４波を乗り切るための重点課題
予算規模 約9億5千万円

感染拡大の防止に向けて
維新大晃アリーナ ワクチン集団接種

くわしくは
市ウェブサイトへ
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秋穂

徳地

阿東

◉山口市

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

が
長
期
化
す
る
中
で
経
済
的
な
理
由

な
ど
に
よ
り
生
理
用
品
を
入
手
す
る
こ

と
が
困
難
な
状
態
に
あ
る
、い
わ
ゆ
る

『
生
理
の
貧
困
』対
策
と
し
て
市
内
約

50
校
の
小・中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
や
保

健
室
な
ど
に
生
理
用
の
ナ
プ
キ
ン
を
配

置
し
ま
し
た
。

　
５
月
下
旬
の
内
閣
府・男
女
共
同
参

画
局
の
発
表
に
よ
れ
ば
、経
済
的
な
理
由

で
生
理
用
品
が
買
え
な
い

『
生
理
の
貧
困
』へ
の
対

策
に
関
し
て
は
、全
国
で

２
５
５
の
自
治
体
が
学

校
な
ど
で
生
理
用
品
の

配
布
を
実
施
ま
た
は
検

討
し
て
い
る
と
の
調
査

結
果
が
公
表
さ
れ
て
い

ま
す
。

山
口
県
内
で
初
め
て
‼

市
立
小
・
中
学
校
へ

生
理
用
品
を
配
備

pickpick
upup
ピックアップピックアップ
６月定例会６月定例会

問   無償の生理用品を利用する
児童生徒のプライバシーへ
の配慮や、用品を気軽に手
に取ることができる設置場
所や方法、周知は？

答   設置場所をトイレの個室と
することや保健室等で渡す
場合に他の児童生徒には気
づかれないよう学校の実情
に合わせて配慮する。利用
方法の周知の際は、利用す
る児童生徒への心ない言動
を慎むよう人権に配慮した
指導も行う。

持
続
的
発
展
へ
向
け
た

取
組
を
加
速
‼

　

本
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た「
過
疎

地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」、い
わ
ゆ
る
新
過
疎

法
で
は
、本
市
の
徳
地・阿
東
地
域
に

加
え
、新
た
に
秋
穂
地
域
が
過
疎
地

域
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
過
疎
地
域
と
は
、地
域
の
人
口
が
減
っ
て

し
ま
う
こ
と
で
、そ
の
地
域
で
暮
ら
す
人
の

生
活
水
準
や
生
産
機
能
の
維
持
が
困
難
に

な
っ
て
し
ま
う
状
態
の
地
域
を
い
い
ま
す
。

　
一
方
で
、生
活
様
式
の
見
直
し
に
よ
る
田

舎
暮
ら
し
や
通
信
環
境
が
整
備
さ
れ
れ
ば

仕
事
が
で
き
る
働
き
方
な
ど
に
よ
り
、移
住

者
や
滞
在
者
の
注
目
を
集
め
て
い
る
地
域

も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、持
続
的
発
展
が
期
待
で
き
る
計

画
を
策
定
し
、個
性
が
輝
き
、交
流
を
育
む
、

安
心
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

新 過 疎 法 施 行

　市は第二次山口市総合計画に基づき『住んでよし・訪れてよ
し』を、まちづくりの方向性として位置付け、その実現に向けた
重点プロジェクトとして、湯田温泉における「多世代交流・健康
増進拠点施設」の整備を進めています。
　交流人口が減少する中で、既存の温浴施設の老朽化に伴い、
多くの市民が日常的に湯田温泉を訪れ、温泉の恵みや様々な交
流を楽しむために必要なまちの装置の一つとして、本施設を誰
もが自由に使える公共空間として整備しようというものです。
　まちなか温泉である湯田温泉という本市が誇る地域資源を
十分に活用して、まちの発展につなげ、豊かな暮らしと交流、定
住促進のまちづくりを実現して

いこうという取組ですが、今後、本格
的な人口減少時代に直面するにあた
り、様々な課題があるなかで、湯田温
泉を単に観光客などが訪れる場とし
てではなく、子育て世代から高齢者ま
でが住み続けたいと思える都市空間
にすることで持続可能な山口市全体
の発展につなげたいと考えています。

「多世代交流・健康増進拠点施設」整備事業のねらいは？
気になる動き気になる動き

整備予定地
一
本
松
朝
倉
線

湯田地域
交流センター

カリエンテ山口

狐の足あと
中原中也
記念館井上

公園
県道204号

上東湯田温泉五丁目線

湯
田
小

サンフレッシュ山口
前田川

錦川通り

市内６か所にある市内６か所にある
ゆう太ポストを探してみよう！ゆう太ポストを探してみよう！
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議案議案のの審議結果審議結果
■■■■■■全員賛成全員賛成でで可決可決したした議案議案

予　　　　　算
●令和３年度山口市一般会計補正予算（第２号）

事　件　議　決
●令和３年度山口市一般会計補正予算（第１号）に関する専決処分に
ついて
●山口市税条例等の一部を改正する条例に関する専決処分について
●山口市都市計画税条例の一部を改正する条例に関する専決処分につ
いて

●固定資産評価員の選任について（敬称略）
　　網田 誠（新任）

慎重な審議の結果、
臨時会では５議案、
定例会では43議案を
可決しました。

４月臨時会

６月定例会
■■■■■■全員賛成全員賛成でで可決可決したした議案議案

予　　　　　算
●令和３年度山口市一般会計補正予算（第４号）
　　３ページに関連記事あり
●令和３年度山口市国民宿舎特別会計補正予算（第１号）
●令和３年度山口市一般会計補正予算（第５号）
　　３ページに関連記事あり
●令和３年度山口市一般会計補正予算（第６号）
　　３ページに関連記事あり

条　　　　　例
●山口市税条例の一部を改正する条例
●山口市使用料、手数料徴収条例の一部を改正する条例
●山口市民会館設置及び管理条例の一部を改正する条例
●山口市南部運動広場設置及び管理条例の一部を改正する条例
●山口市阿東地域老人福祉施設設置及び管理条例を廃止する条例
●山口市徳地地域診療所設置及び管理条例
●新山口駅観光交流センター設置及び管理条例の一部を改正する条例

事　件　議　決
●住居表示を実施する区域及び住居表示の方法について
●湯田中学校管理・教室棟長寿命化改良工事の請負契約の締結について
●消防ポンプ自動車の取得について
●消防ポンプ自動車の取得について
●水槽付消防ポンプ自動車の取得について
●高規格救急自動車の取得について
●市有財産の無償譲渡について
●令和３年度山口市一般会計補正予算（第３号）に関する専決処分について
　　３ページに関連記事あり

●農業委員会の委員の任命について（24件）（敬称略）
　　再任 荒瀨 澄枝 伊藤 良雄 井上 浩一郎
　　 上田 正士 小野 基之 海地 　志
　　 山 濶之 賀屋 忠之 神田 一夫
　　 恒冨 竹司 德田 文雄 中川 惠美子
　　 𠩤田 好子 藤村 守 藤𠩤 敏郎
　　 安田 敏男 安野 正純 山根 伊都子
　　 山根 良男 吉冨 崇子 

　　新任 伊藤 三枝子 伊藤 良一 
  重國 誠司 長尾 誠大

南消防署秋穂出張所に配備される水槽付消防ポンプ自動車

南消防署阿知須出張所に配備される高規格救急自動車

高度救命処置用資器材を搭載

市役所３階にある農業委員会事務局

イメージ

イメージ

イメージ
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市
役
所
は
、
市
内
の
大
規
模
事
業
所
と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
、
市
の
事

業
に
よ
っ
て
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
す
る
た
め
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
、
省
エ
ネ
、
省
資
源
、
ご
み
の
減
量
化
な
ど
の
取
組
に

関
す
る
指
針
と
な
る
計
画
と
し
て
第
二
次
山
口
市
エ
コ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
オ

フ
ィ
ス
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
る
。

　
取
組
の
ひ
と
つ
と
し
て
グ※

リ
ー
ン
購
入
の
推
進
を
掲
げ
て
お
り
、
コ
ピ
ー

用
紙
や
文
房
具
と
い
っ
た
事
務
用
品
等
に
つ
い
て
、
グ
リ
ー
ン
購
入
の
調
達

方
針
に
基
づ
い
た
環
境
に
や
さ
し
い
製
品
を
購
入
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
担
当
部
局
：
環
境
部
）

　
災
害
の
現
場
で
上
空
か
ら
の
映
像
に
よ
る
効
果
的
な
情
報
収
集
を
す
る
た

め
に
、
ド
ロ
ー
ン
１
機
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
職
員
５
名
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

を
養
成
し
た
。
こ
れ
は
県
内
初
の
取
組
で
７
月
か
ら
運
用
を
開
始
す
る
。

　

引
き
続
き
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

計
画
的
な
増
員
や
操
作
訓
練
に
よ

る
技
術
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
今

年
度
中
に
２
機
目
の
ド
ロ
ー
ン
を

導
入
し
、
広
域
災
害
に
も
機
動
的

に
対
応
で
き
る
体
制
の
構
築
を
目

指
す
。

（
担
当
部
局
：
消
防
本
部
）

ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
情
報
収
集
機
能
を

強
化
！　
今
後
の
予
定
は

総務
委員会

生活環境
委員会

環
境
へ
の
負
荷
を
抑
え
る

グ
リ
ー
ン
購
入
の
取
組
は

　
山
口
市
議
会
で
は
、「
総
務
」「
教
育

民
生
」「
生
活
環
境
」「
経
済
建
設
」「
予

算
決
算
」の
常
任
委
員
会
を
設
置
し
、

各
委
員
会
が
所
管
す
る
部
局
の
議
案

や
業
務
等
の
審
査・チ
ェッ
ク
を
し
て
い

ま
す
。

　各委員会の所属議員、
所管する部局、日程など、
詳しくは市議会ウェブサ
イトに掲載しています。

à̀laatrc
e委員会 ア・ラ・カルト

　

市
が
整
備
す
る
建
築
物
や
道
路
等
に
つ
い
て
、

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
施
設
と
な
る
よ
う
に
障
が

い
福
祉
団
体
等
か
ら
推
薦
さ
れ
た
委
員
か
ら
意
見

を
伺
う
山
口
市
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
検

討
会
を
設
置
し
た
。

　
今
後
、
一
定
の
規
模
の
施
設
で
、
不
特
定
か
つ

多
数
の
人
が
利
用
す
る
建
築
物
の
新
設
ま
た
は
大

規
模
改
修
を
行
う
場
合
や
歩
行
者
等
の
交
通
量
が

多
い
歩
道
等
を
整
備
す
る
際
に
、
設
計
段
階
及
び

施
工
段
階
に
お
い
て
開
催
し
、
意
見
を
伺
う
こ
と

と
し
て
い
る
。

（
担
当
部
局
：
健
康
福
祉
部
）

UD

誰
も
が
利
用
し
や
す
い

施
設
を
目
指
し
て

教育民生
委員会

　設計、施工の各段階において
委員から伺った意見を施設の整備
になるべく反映できるよう努めて
ほしい。

委員の意見

これからも

しっかり取り組んで

環境負荷を

低減していくぶー

※グリーン購入
購入の必要性を十分に考慮し、品質や価
格だけでなく環境や社会への影響を考え、
環境負荷ができるだけ小さい製品やサー
ビスを選んで購入すること。

ドローンの操作訓練
今年度中に12名のオペレーター
が養成される
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農
業
委
員
会
事
務
局
と

し
て
個
人
へ
の
直
接
的
な

働
き
か
け
は
で
き
な
い
が
、

地
域
や
現
職
の
農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
に
対
し
て
、
地
域
か
ら
の

推
薦
や
立
候
補
に
あ
た
っ

て
考
慮
す
る
よ
う
お
願
い

し
て
い
る
。

（
担
当
部
局
：
農
業
委
員
会
）

　

雑
誌
等
で
執
筆
す
る
ラ
イ
タ
ー
を
対
象
に
、

産
業
交
流
ス
ペ
ー
ス
Ｍ
ｅ
ｇ
ｒ
ｉ
ｂ
ａ
（
メ
グ

リ
バ
）
や
各
種
体
験
施
設
で
の
ワ※

ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
様
々
な
地
域
資
源
に
触
れ
て
感
じ
た
こ
と

を
、雑
誌
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
）
に
掲

載
し
て
も
ら
う
こ
と
で
南
部
地
域
の
魅
力
を
発

信
す
る
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
体
験
」、「
歴
史
文
化
探
訪
」、「
農

水
産
業
体
験
」
の
３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意

し
て
お
り
、
情
報
発
信
力
の
あ
る
ラ
イ
タ
ー
の

感
性
や
視
点
で
南
部
地
域
の
魅
力
を
お
伝
え
す

る
こ
と
で
、
定
住
や
移
住
を
考
え
て
い
る
人
た

ち
の
掘
り
起
し
に
期
待
し
て
い
る
。

（
担
当
部
局
：
地
域
生
活
部
）

農
業
委
員
へ
の
女
性
・
青
年
の
参
画
に

向
け
た
さ
ら
な
る
取
組
を

経済建設
委員会

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し

南
部
エ
リ
ア
の
魅
力
を
発
信
！

生活環境
委員会

　

市
が
整
備
す
る
建
築
物
や
道
路
等
に
つ
い
て
、

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
施
設
と
な
る
よ
う
に
障
が

い
福
祉
団
体
等
か
ら
推
薦
さ
れ
た
委
員
か
ら
意
見

を
伺
う
山
口
市
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
検

討
会
を
設
置
し
た
。

　
今
後
、
一
定
の
規
模
の
施
設
で
、
不
特
定
か
つ

多
数
の
人
が
利
用
す
る
建
築
物
の
新
設
ま
た
は
大

規
模
改
修
を
行
う
場
合
や
歩
行
者
等
の
交
通
量
が

多
い
歩
道
等
を
整
備
す
る
際
に
、
設
計
段
階
及
び

施
工
段
階
に
お
い
て
開
催
し
、
意
見
を
伺
う
こ
と

と
し
て
い
る
。

（
担
当
部
局
：
健
康
福
祉
部
）

　
市
内
２
４
９
か
所
の
特
定
農
業
用
た
め
池
の
う

ち
、
１
０
９
か
所
に
つ
い
て
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
６
月
に
公
表
し
た
。

　
た
め
池
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
は
、
管
理
者
に

点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
配
付
す
る
と
と
も
に
、
大
雨

後
の
見
回
り
な
ど
の
日
常
的
な
点
検
を
お
願
い
し

て
い
る
。

　
管
理
方
法
や
老
朽
箇
所
の

発
見
な
ど
、
ど
ん
な
些
細
な

こ
と
で
も
市
農
林
整
備
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
農
林
（
土

木
）
課
へ
相
談
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

（
担
当
部
局
：
経
済
産
業
部
）

Ｍｅｇｒｉｂａ（メグリバ）

　今回は初めての試みということで各プログ
ラムとも２名の定員ということであるが、今後
の受入れ人数の拡大と、７月から開催される
山口ゆめ回廊博覧会との相乗効果に期待する。

委員の意見

農業委員会等に関する法律
第８条第７号（委員の任命）
市町村長は、委員の任命に当たっ
ては、委員の年齢、性別等に著
しい偏りが生じないように配慮
しなければならない。

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

活
用
し
て
命
と
財
産
を
守
る
に
は

経済建設
委員会

問   市民への積極的な周知方法は。
答   今後、ため池管理者・自治会・地域の防
災組織等にも協力いただきながら、集会
の場等での周知や、地域交流センターだ
よりへの掲載、市公式LⅠNEアカウント
の活用など、個別の状況も確認しながら
周知していくこととしている。

ため池ハザードマップ
（市ウェブサイト）

※ワーケーション
労働（ワーク）と休暇（バケーション）を合わ
せた造語。普段の職場とは異なる場所で余
暇を楽しみながら仕事を行うこと。

船出しての漁業体験
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南
部
地
域
発
展
の
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
都
市
核
と
地
域
拠
点
を
結
ぶ

道
路
網
や
光
フ
ァ
イ
バ
ー
な

ど
様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
の

強
化
、
自
然
の
恵
み
や
豊
か
な
暮

ら
し
に
基
づ
く
農
林
水
産
物
や
ア

ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
地
域

資
源
の
磨
き
上
げ
に
よ
り
、
新
た

な
人
の
流
れ
や
経
済
効
果
が
生
ま

れ
発
展
す
る
こ
と
が
今
後
の
方
向

性
と
考
え
る
。
引
き
続
き
都
市
部

も
農
山
村

も
、
共
に

発
展
す
る

オ
ー
ル
山

口
の
取
組

を
進
め
て

い
く
。

　
　
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

か
れ
る
の
か
伺
う
。

　
　
市
民
や
事
業
者
な
ど
様
々
な

主
体
に
も
あ
ら
ゆ
る
施
策
に

参
画
し
て
い
た
だ
き
、
脱
炭
素
の

機
運
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、

本
市
の
地
域
特
性
に
応
じ
た
実
効

性
の
あ
る
取
組
を
し
て
い
く
。

問答問答

県都創生山口
山下  宏

都市 南部地域の振興について　

　
　
近
年
登
場
し
て
き
た
血
液
や

線
虫
を
用
い
る
が
ん
検
査
方

法
を
本
市
が
行
う
検
診
や
特
定
健

康
診
査
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
受

診
率
を
伸
ば
し
て
は
い
か
が
か
。

　
　
血
液
を
検
査
す
る
早
期
が
ん

の
新
た
な
検
査
方
法
に
つ
い

て
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
、

昨
年
12
月
か
ら
乳
が
ん
検
診
受
診

者
三
千
人
を
対
象
と
し
た
大
規
模

臨
床
試
験
を
開
始
し
た
。
当
該
検

査
法
が
実
際
の
が
ん
検
診
で
同
等

の
性
能
を
発
揮
す
る
の
か
検
査
精

度
の
検
証
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今

後
、
当
該
検
査
法
を
自
治
体
の
が

ん
検
診
に
採
用
す
る
に
当
た
っ
て

の
課
題
と
し
て
、
死
亡
率
低
下
に

つ
な
が
る
か
等
の
証
拠
が
必
要
と

さ
れ
て
お
り
、
全
国
自
治
体
の
協

力
の
も
と
、
長
期
間
に
わ
た
る
研

究
を
進
め
る
と
さ
れ
て
い
る
。
新

た
な
検
査
法
の
実
用
化
に
向
け
た

動
向
を
注

視
す
る
と

と
も
に
受

診
し
や
す

い
体
制
整

備
に
努
め

る
。 問答

公明党
桜森  順一

健康 血液や線虫を用いた新たな取組で、がん検診を！

一般質問・質疑

★ 議員が何を質問したか読んでみましょう！　★一般質問の制限時間は質問と答弁をあわせて50分です。
★ 質問と答弁の映像は各議員の二次元コード 　 からも見られます。
※必要な場合には二次元コードリーダーをインストールしてご覧ください。 ※ 情報の受信にかかる通信料は利用者負担となります。

市長市長にに聞きたい聞きたい！！
どうなる？ これからの山口市どうなる？ これからの山口市

サンプル

　
　
こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
を
展

望
さ
れ
る
中
で
五
期
目
の
市

長
選
に
向
け
た
考
え
を
伺
う
。

　
　
市
政
の
発
展
方
向
と
そ
れ
を

支
え
る
運
営
体
制
に
は
連
続

性
と
継
続
性
が
必
要
で
あ
り
、
市

政
そ
の
も
の
に
は
任
期
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。
市
政
方
針
と
市
政

運
営
体
制
を
継
承
し
、
未
来
に
向

け
て
の
課
題
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
高
い
志
の
あ
る
人
が
現
れ

出
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

も
あ
る
。
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
担

う
方
々
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
進

退
に
つ
い
て
適
切
に
判
断
し
た
い
。

　
　
一
般
接
種
の
準
備
状
況
と
今

後
の
見
込
み
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
集
団
接
種
体
制
を
拡
大
し
、

職
域
接
種
等
と
も
連
携
を
図

る
。
年
齢
区
分
等
に
よ
り
段
階
的

に
接
種
券

を
発
送
し
、

10
月
末
ま

で
に
接
種

を
完
了
す

る
。 問答問答

自由民主党山口
入江  幸江

選挙 高い志のある人が現れ出ることを期待する！
医療
高
齢
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
優
先

接
種
終
了
後
に
つ
い
て

山口市南部地域
活力アップ推進プラン

環境
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
に
つ

い
て
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５
月
７
日
に
提
出
し
た
市
長

へ
の
要
望
で
生※

理
の
貧
困
問

題
に
触
れ
、
生
理
用
品
の
学
校
の

ト
イ
レ
へ
の
設
置
を

求
め
た
。
様
々
な
意

見
も
あ
る
が
女
性
全

般
の
、
女
性
の
尊
厳

に
関
わ
る
問
題
だ
と

認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

女
性
の
尊
厳
を
守
る

取
組
と
し
て
、
市
有

施
設
等
へ
の
設
置
拡

大
を
見
据
え
た
前
向

き
な
検
討
を
求
め
る
。

　
　
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
生
理
用
品
の
購
入

に
困
っ
て
い
る
と
い
う
相
談
が

あ
っ
た
場
合
は
、
生
理
用
品
が
提

供
で
き
る
よ
う
備
え
付
け
を
始
め

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
市
有
施
設
等

へ
の
設
置
拡
大
は
社
会
的
合
意
形

成
が
不
可
欠
で
あ
り
、
全
庁
的
な

取
組
が
必
要
と
な
る
た
め
小
・
中

学
校
で
の
状
況
を
踏
ま
え
他
市
の

動
向
も
注
視
し
な
が
ら
研
究
し
た

い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
山
口
市
版
「
持
続
化
支
援
金
」

の
創
設

問答

日本共産党
大田  たける

人権「生理の貧困」の問題は女性の尊厳に関わる問題

　
　
個
性
と
安
心
の
21
地
域
づ
く

り
へ
の
波
及
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
中
山
間
地
で
の
先
端
的
技
術

の
活
用
に
よ
る
移
動
・
医
療

等
の
課
題
解
決
を
図
る
挑
戦
等
、

様
々
な
取
組
を
進
め
、
都
市
部
を

含
む
全
地
域
に
展
開
さ
せ
る
。
推

進
に
あ
た
っ
て
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
の
役
割
が
重
要
に
な
り
、
災

害
時
の
情
報
通
信
拠
点
機
能
等
、

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
拠
点
と
な
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　
学
校
と
地
域
を
ど
の
よ
う
に

連
動
し
て
い
く
か
伺
う
。

　
　
教
育
課
程
の
再
構
築
に
学

校
・
地
域
双
方
の
強
み
を
生

か
し
、
教
育
・
地
域
課
題
の
解
決

を
促
す
。
学
校
を
子
ど
も
と
地
域

住
民
の
学
び
の
拠
点
に
発
展
さ
せ

た
い
。

問答問答

ふるさと共創やまぐち
中野  光昭

行政 スマートシティの推進は地域へどう波及するか

　
　

独
自
に
行
っ
た
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
約
７
割
が
公
共

温
泉
施
設
は
不
要
と
回
答
さ
れ
た
。

他
市
に
お
い
て
は
、
民
間
温
泉
が

あ
り
行
政
が
唯
一
の
実
施
主
体
で

は
な
い
こ
と
、
趣
味
・
嗜
好
の
要

素
が
強
い
こ
と
、
住
民
一
人
ひ
と

り
の
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
も
の

と
は
言
え
な
い
こ
と
、
維
持
管
理

費
や
修
繕
費
が
財
政
を
圧
迫
す
る

こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
公
共
温
泉

の
無
償
譲
渡
や
閉
鎖
の
協
議
も
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
優
先
順
位
が
低
い
と

の
考
え
方
も
あ
る
が
、
本
市
に
お

い
て
公
共
が
新
た
に
温
泉
を
提
供

す
る
大
義
は
何
か
。

　
　
住
み
た
く
な
る
温
泉
市
街
地

の
形
成
に
向
け
、
こ
の
エ
リ

ア
に
自
由
に
開
か
れ
た
公
共
空
間

が
必
要
で
あ
る
。
老
朽
化
し
た
寿

泉
荘
を
市
民
の
求
め
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
等
の
多
様
性
に
対
応
し
た
公

共
温
泉
施
設
と
し
て
更
新
す
る
。

問答

市民クラブ
野村  雄太郎

施設 湯田温泉拠点施設、行政が行う正当性を問う!!

　
　

県
庁
所
在
地
で
唯
一
、
本
市

の
み
が
人
口
20
万
人
未
満
の

た
め
中
核
市
に
な
れ
な
い
。
人
口

要
件
の
緩
和
を
国
に
要
望
し
、
早

急
に
中
核
市
に
移
行
す
べ
き
だ
。

　
　
権
限
移
譲
に
よ
り
様
々
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
市
独
自
で
行

い
、
都
市
と
し
て
の
自
主
性
が
高

ま
る
と
同
時
に
相
応
の
財
政
支
出

が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
ず
は

中
核
市
に
ふ
さ
わ
し
い
行
財
政
基

盤
と
都
市
基
盤
の
確
立
が
必
要
で

あ
り
、
国
・
県
に
対
し
て
財
政
的

な
支
援
措
置
に
つ
い
て
支
援
制
度

の
優
先
配
慮
等
も
要
望
し
て
い
る
。

　
　

山※

口
県
立
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
の
建
て
替
え
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
地
域
の
医
療
機
関
と

の
連
携
、
県
民
の
来

院
の
利
便
性
を
図
る

こ
と
が
で
き
、医
療・

ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の

集
積
が
進
む
本
市
へ

の
移
設
を
県
へ
要
望

す
べ
き
だ
。

　
　
情
報
収
集
に
努

め
、
市
の
考
え

を
示
し
対
応
し
て
い

く
。 問答問答

高志会
氏永  東光　

行政 今こそ中核市へ！ 総合医療センターを山口市へ！

教育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

※山口県立総合医療センター
防府市大字大崎に所在し、地方独立行
政法人山口県立病院機構が運営。

遺族の方から戦争の生々し
い体験談を聞く

※生理の貧困
経済的な理由で生理用品を購入できな
い（してもらえない）女性が増えている。

す
る
大
義
は
何
か
。
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政
府
は
昨
年
５
月
か
ら
農
村

政
策
の
在
り
方
、
長
期
的
な

土
地
利
用
の
在
り
方
を
検
討
会
で

議
論
さ
れ
中
間
と
り
ま
と
め
が
示

さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
質
問
し
て
き

た
と
お
り
、
農
業
と
他
の
仕
事
を

組
み
合
わ
せ
た
半
農
半
Ｘエ

ッ
ク
ス

等
、
農

村
で
の
所
得
や
雇
用
の
保
障
が
強

調
さ
れ
お
り
、
地
域
農
業
、
集
落

維
持
を
暮
ら
し
の
議
論
か
ら
始
め

る
べ
き
で
あ
る
。
市
と
し
て
こ
の

見
直
し
を
ど
う
捉
え
る
か
伺
う
。

　
　

山
口
市
食
料
・
農
業
・
農
村

振
興
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
持
続

可
能
な
農
業
へ
の
仕
組
み
づ
く
り

へ
の
取
組
は
、
国
の
施
策
の
見
直

し
と
方
向
性
を
同
じ
く
す
る
も
の

で
あ
り
、
経
営
規
模
の
大
小
に
か

か
わ
ら
ず
必
要
な
支

援
を
し
っ
か
り
行
う

考
え
で
あ
る
。
半
農

半
Ｘ
、
地
域
資
源
を

活
用
し
た
農※

山
村
発

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進
等
、
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
有
効
な

取
組
を
研
究
し
て
い

き
た
い
。

問答

日本共産党
西村  芳和

農業 人・農地など関連施策の見直し

　
　
す
べ
て
の
子
ど
も
が
、
あ
り

の
ま
ま
で
利
用
で
き
、
発
達

障
が
い
の
あ
る
子
を
持
つ
保
護
者

が
誰
に
も
気
兼
ね
な
く
子
ど
も
の

成
長
を
実
感
で
き
る
施
設
が
必
要

で
あ
る
。
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
や
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ⅰ

維
新
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
や
図
書

館
の
利
用
に

つ
い
て
は
、

運
用
面
の
配

慮
で
す
ぐ
に

で
も
取
り
組

め
る
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

　
　
従
来
の
発
達
障
が
い
児
支
援

は
、
日
中
を
基
本
と
し
た
相

談
体
制
や
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
展

開
し
て
き
た
が
、
外
出
支
援
と
い

う
観
点
を
福
祉
部
局
の
み
な
ら
ず

各
部
局
で
共
有
し
、
支
援
策
に
つ

い
て
関
係
部
局
と
協
議
に
入
り
た

い
。
ま
ず
は
、
市
民
活
動
団
体
と

の
意
見
交
換
や
関
係
機
関
等
と
の

協
議
の
場
で
課
題
等
を
共
有
す
る

と
と
も
に
様
々
な
視
点
の
意
見
や

要
望
を
伺
い
、
施
設
所
管
課
や
関

係
機
関
と
外
出
支
援
の
取
組
の
実

現
に
向
け
た
調
整
等
を
図
り
た
い
。

問答

公明党
山本  敏昭

福祉 いっしょにあそぶ、いっしょにまなぶ

　
　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
取
組

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

主
に
ひ
と
り
親
家
庭
の
小
・

中
学
生
を
対
象
と
し
て
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
と
社
会
福
祉
法
人
へ
の

委
託
に
よ
る
夕
食
の
提
供
な
ど
を

通
じ
て
居
場
所
を
提
供
す
る
生
活

支
援
や
、
無
料
の
学
習
会
の
開
催

に
よ
る
学
習
支
援
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
家
庭
で
の
育

児
放
棄
や
児
童
虐
待
の
問
題
に
対

し
、
定
期
的
な

訪
問
に
よ
り
見

守
る
体
制
を
確

保
し
て
い
る
。

関
係
機
関
と
の

連
携
、
民
間
団

体
の
協
力
に
よ

り
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
き

た
い
。

　
　

実
態
調
査
を
行
い
、
第
二
期

山
口
市
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
の
一
部
変
更
計
画
と

し
て
包
含
す
る
形
で
、
早
急
に
推

進
計
画
を
策
定
し
て
は
い
か
が
か
。

　
　
支
援
団
体
等
の
意
見
も
伺
い

な
が
ら
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
計
画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

問答問答

県都創生山口
山本  貴広

福祉 子どもの貧困対策のための推進計画づくり　

　
　

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
児

童
生
徒
の
福
祉
的
支
援
の
強

化
策
と
し
て
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
よ
り
積

極
的
な
活
用
と
、
教
育
委
員
会
か

ら
各
校
へ
派
遣
す
る
現
在
の
派
遣

型
か
ら
、
中
学
校
へ
配
置
し
校
区

内
の
小
学
校
へ
派
遣
す
る
配
置
型

へ
の
転
換
は
な
い
も
の
か
問
う
。

　
　

Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
役
割
は
、
学
校
だ

け
で
は
解
決
で
き
な
い
困
難

事
例
、
例
え
ば
生
活
困
窮
家
庭
に

対
す
る
福
祉
や
医
療
へ
の
つ
な
ぎ

な
ど
の
間
接
支
援
、
不
登
校
児
童

生
徒
に
対
す
る
登
校
支
援
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
山
口
と
連
携
し
た
食
料

支
援
な
ど
の
直
接
支
援
を
担
い
、

そ
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
欠
か

せ
な
い
存
在
で
あ
る
。
今
後
も
児

童
生
徒
に
対
す
る
多
面
的
な
サ

ポ
ー
ト
強
化
に
向
け
て
連
携
を
密

に
し
て
い
き
た
い
。
加
え
て
、
配

置
型
と
派
遣
型
の
双
方
の
良
さ
、

課
題
等
を

研
究
し
、

配
置
型
モ

デ
ル
校
の

設
置
も
検

討
し
て
い

き
た
い
。

問答

県都創生山口
坂井  芳浩

教育 スクールソーシャルワーカー（SSW）の活用！

子どもと親のサポートセンター
「ＳＳＷ活用マニュアル」より

※農山村発イノベーション
地域資源を発掘し、磨き上げた上で、
他分野と組み合わせる取組。
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地
域
と
学
校
と
の
連
携
の
強

化
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

く
り
、
学
校
を
核
と
し
た
地

域
づ
く
り
を
目
指
す
う
え
で
地
域

づ
く
り
協
議
会
の
参
画
が
大
変
重

要
で
あ
る
。
連
携
体
制
を
今
後
も

継
続
し
、
地
域
と
学
校
を
つ
な
ぎ

円
滑
に
支
援
す
る
地
域
学
校
協
働

推
進
委
員
の
資
質
向
上
に
努
め
る
。

　
　
認
定
農
業
者
の
機
械
導
入
補

助
の
拡
大
、
認
定
農
業
者
を

中
心
と
し
た
市
場
の
開
催
を
問
う
。

　
　

認
定
農
業
者
は
個
人
・
法
人

と
も
農
業
の
貴
重
な
担
い
手

と
し
て
競
争
力
の
あ
る
経
営
が
重

要
と
考
え
る
。
時
代
に
即
し
た
支

援
の
在
り
方
を
引
き
続
き
検
討
す

る
。
今
後
も
市
内
開
催
イ
ベ
ン
ト

の
機
会
を
と

ら
ま
え
、
農

水
産
事
業
者

が
参
加
で
き

る
取
組
を
進

め
、
農
業
者

の
所
得
向
上

に
努
め
る
。

問答問答

県都創生山口
野島  義正

協働 地域づくり協議会と学校との連携

　
　
千
葉
県
い
す
み
市
は
有
機
農

業
の
振
興
で
市
全
体
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
取
り
組
み
、
学
校
給
食

に
も
提
供
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
農

家
の
さ
ら
な
る
意
欲
向
上
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。
有
機
農
業
の
振

興
で
安
全
で
お
い
し
い
学
校
給
食

の
提
供
の
実
現
を
求
め
る
。

　
　
有
機
農
業
は
多
大
な
労
力
や

コ
ス
ト
を
要
し
、
難
易
度
も

高
い
が
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

は
本
市
農
業
の
発
展
に
効
果
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
面
的
拡
大
に
向

け
た
支
援
を
研
究
し
た
い
。
学
校

給
食
へ
の
活
用
は
コ
ス
ト
面
な
ど

の
課
題
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

　
　

支
援
で
は
な
く
、
市
が
実
施

主
体
と
な
っ
て「
旗
」を
振
っ

て
こ
そ
、
地
域
を
巻
き
込
ん
で
取

り
組
め
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
農
家
の
所
得
向
上
に
つ
な
が

り
、
市
の
ブ
ラ
ン
ド
力
も
高

ま
っ
て
い
く

と
考
え
る
の

で
旗
の
振
り

方
に
つ
い
て

も
研
究
し
た

い
。 問答問答

日本共産党
尾上  頼子

農業 有機農業の振興で安全でおいしい給食を

　
　
一
斉
休
業
を
経
て
学
習
面
の

み
で
は
な
い
学
校
生
活
の
重

要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
。
学
校
の

あ
る
べ
き
姿
や
役
割
を
伺
う
。

　
　

本
物
の
学
力
を
身
に
つ
け
、

人
間
関
係
づ
く
り
を
学
び
な

が
ら
心
身
と
も
に
成
長
す
る
子
供

た
ち
を
支
援
す
る
こ
と
が
学
校
の

あ
る
べ
き
姿
と
考
え
る
。〝
ど
の
よ

う
に
工
夫
す
れ
ば
子
供
た
ち
の
楽

し
い
学
び
の
場
で
あ
る
学
校
生
活

を
継
続
で
き
る
か
〞
と
い
う
考
え

方
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
子
供

た
ち
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
学

校
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

小
・
中
学
校
等
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
の
実
施
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
修
学
旅
行
や
部
活
動
等
で
県

外
を
訪
れ
た
児
童
生
徒
、
教

職
員
の
希
望
者
に
検
査
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
行

事
等
の
自
粛
に

よ
る
児
童
生
徒

の
心
身
の
負
担

を
和
ら
げ
、
安

全
安
心
な
学
校

活
動
の
継
続
に

取
り
組
ん
で
い

く
。 問答問答

自由民主党山口
馬越  帝介

教育 コロナ禍でも安全安心な学校生活を！
　
　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
取
組

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

主
に
ひ
と
り
親
家
庭
の
小
・

中
学
生
を
対
象
と
し
て
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
と
社
会
福
祉
法
人
へ
の

委
託
に
よ
る
夕
食
の
提
供
な
ど
を

通
じ
て
居
場
所
を
提
供
す
る
生
活

支
援
や
、
無
料
の
学
習
会
の
開
催

に
よ
る
学
習
支
援
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
家
庭
で
の
育

児
放
棄
や
児
童
虐
待
の
問
題
に
対

し
、
定
期
的
な

訪
問
に
よ
り
見

守
る
体
制
を
確

保
し
て
い
る
。

関
係
機
関
と
の

連
携
、
民
間
団

体
の
協
力
に
よ

り
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
き

た
い
。

　
　

実
態
調
査
を
行
い
、
第
二
期

山
口
市
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
の
一
部
変
更
計
画
と

し
て
包
含
す
る
形
で
、
早
急
に
推

進
計
画
を
策
定
し
て
は
い
か
が
か
。

　
　
支
援
団
体
等
の
意
見
も
伺
い

な
が
ら
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
計
画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

問答問答

　
　
徳
地
の
島
地
出
身
の
高
島
常

吉
は
、
貧
し
い
家
庭
で
勉
学

と
親
孝
行
に
励
み
家
計
を
支
え
た

が
14
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
。

現
在
、
本
来
大
人
が
担
う
家
事
や

家
族
の
世
話
を
日
常
的
に
行
う
18

歳
未
満
の
子
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
救
済
は
喫
緊
の

課
題
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
、
デ
リ

ケ
ー
ト
な
家
庭
内
の
問
題
で

あ
る
こ
と
や
、
本
人
・
家
族
に
自

覚
が
な
い
と
い
っ
た
理
由
で
、
問

題
が
表
面
化
し
に
く
い
現
状
が
あ

り
、
学
校
、
医
療
・
福
祉
機
関
、

地
域
や
民
間
団
体
等
と
の
連
携
に

よ
り
、
早
期
発
見
し
対
応
す
る
体

制
と
相
談
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
専
用
の
相
談
窓
口

設
置
も
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答

自由民主党山口
田中  勇

子ども ヤングケアラーを見逃すな！

高島常吉　頌徳碑
（島地小学校隣地に建立）

農業
認
定
農
業
者
へ
の
支
援
に
つ

い
て
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警
戒
レ
ベ
ル
の
内
容
変
更
等

で
市
民
が
困
惑
す
る
恐
れ
が

あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
周

知
、
啓
発
を
行
う
の
か
。

　
　
様
々
な
広
報
媒
体
等
で
繰
り

返
し
丁
寧
に
周
知
啓
発
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
行
政
が
指
定
し
た
避
難
場
所
、

親
戚
や
知
人
宅
、
ホ
テ
ル
や

旅
館
へ
の
避
難
や
、
屋
内
安
全
確

保
、
車
中
泊
も
必
要
不
可
欠
な
避

難
行
動
の
在
り
方
で
は
な
い
か
。

　
　
分
散
避
難
等
の
取
組
を
含
む

周
知
、
啓
発
に
つ
い
て
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
は
じ
め
市
報
６

月
１
日
号
に
特
集
記
事
を
掲
載
し

た
。

　
　
防
災
メ
ー
ル
や
Ｌ
Ⅰ
Ｎ
Ｅ
等

へ
の
登
録
者
増
加
の
取
組
、

使
え
な
い
方
へ
の
対
応
は
。

　
　

市
報
や
防
災
講
座
、
防
災
訓

練
の
機
会
を
利
用
し
て
周
知

す
る
。
自
宅
の

固
定
電
話
に
防

災
情
報
を
発
信

す
る
サ
ー
ビ
ス

を
今
年
度
中
に

開
始
予
定
で
あ

る
。 問答問答問答

県都創生山口
瀧川  勉

防災 命を守る避難について

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
出
産
・
子
育

て
、
結
婚
を
た
め
ら
わ
せ
る

よ
う
な
経
済
的
不
安
を
和
ら
げ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の

考
え
を
伺
う
。

　
　
本
市
に
お
け
る
令
和
２
年
の

出
生
数
は
１
３
２
９
人
で
前

年
か
ら
98
人
減
少
し
、
平
成
17
年

の
合
併
以
降
最
少
と
な
っ
て
お

り
、
令
和
３
年
に
お
い
て
は
さ
ら

な
る
減
少
を
懸
念
し
て
い
る
。

　
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
妊

産
婦
健
康
診
査
費
用
の
公
費
負
担

や
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
等

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
本
市
独

自
の
取
組
と
し
て
、
不
育
治
療
費

の
自
己
負
担
金
の
一
部
助
成
や
本

年
10
月
か
ら
の
中
学
生
ま
で
の
子

ど
も
医
療
費
の
無
料
化
等
、
子
育

て
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援
を
充
実

さ
せ
て
い
る
。
さ
ら
な
る
取
組
を

進
め
、
安

心
し
て
出

産
・
育
児

が
で
き
る

環
境
を
整

え
て
い
き

た
い
。

問答

高志会
伊藤  青波

子育て コロナ禍の中、さらなる少子化・育児支援対策を　

　
　
こ
の
た
び
過
疎
地
域
の
指
定

を
受
け
た
秋
穂
地
域
の
新
た

な
振
興
策
、
方
向
性
を
伺
う
。

　
ま
た
、
交
通
難
民
の
解
消
の
た

め
、
現
在
の
新
山
口
駅
方
面
か
ら

の
バ
ス
路
線
を
、
秋
穂
荘
、
中
道
、

秋
穂
総
合
支
所
を
経
由
し
新
山
口

駅
へ
帰
っ
て
い
く
経
路
へ
の
変
更

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
過
疎
対
策
事
業
債
を
財
源
と

し
て
、
将
来
的
に
定
住
人
口

に
つ
な
が
る
海
洋
交
流
拠
点
づ
く

り
な
ど
の
地
域
振
興
事
業
等
の
推

進
や
人
口
転
出
抑
制
に
も
つ
な
が

る
雇
用
の
場
の
創
出
な
ど
、
新※

過

疎
法
に
よ
る
財
政
的
支
援
を
好
機

と
と
ら
え
、
地
域
と
行
政
が
一
体

と
な
り
秋
穂
地
域
の
人
口
減
少
抑

制
に
向
け
た
事
業
に
取
り
組
む
。

　
バ
ス
路
線
の
変

更
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
利
用
者
へ

の
影
響
も
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。

地
域
の
実
情
を

し
っ
か
り
と
把
握

し
、
よ
り
利
用
し

や
す
い
環
境
に
高

め
て
い
く
。

問答

ふるさと共創やまぐち
冨田  正朗

行政 力を合わせて地域の魅力づくり　

　
　

多
世
代
交
流
・
健
康
増
進
拠

点
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
市

長
の
意
気
込
み
を
伺
う
。

　
　
全
天
候
型
の
市
民
交
流
広
場

「
湯
田
温
泉
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
」
と

し
て
、
ア
ソ
ビ
バ
、
マ
ナ
ビ
バ
、

タ
マ
リ
バ
の
３
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
中
心
に
施
設
の
事
業
展
開
の
検

討
を
進
め
て
い
る
。
温
浴
施
設
の

利
用
料
金
も
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
等
の
外
出
促
進
に
つ
な
が
る
優

待
制
度
や
子
供
無
料
化
な
ど
、
入

浴
し
や
す
い
設
定
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ

ン
に
し
っ

か
り
と
配

慮
し
た
施

設
整
備
を

進
め
て
い

く
。

　
　

整
備
後
の
経
済
効
果
に
つ
い

て
考
え
を
伺
う
。

　
　

基
本
設
計
の
中
で
、
新
た
な

交
流
人
口
が
も
た
ら
す
経
済

波
及
効
果
な
ど
、
整
備
効
果
や
運

営
効
果
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
考
え

方
を
示
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

問答問答

公明党
其原  義信

施設「湯田温泉PARK」で遊び、学び、たまる！

全天候型交流広場で全天候型交流広場で
親子連れが遊ぶイメージ親子連れが遊ぶイメージ

※新過疎法
令和３年４月に施行された「過疎地
域の持続的発展に関する特別措
置法」の略称。徳地・阿東地域に加
え、新たに秋穂地域が指定された。
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各
地
域
の
共
通
の
課
題
で
あ

る
自
治
会
、
町
内
会
に
お
け

る
役
員
の
な
り
手
不
足
等
に
対
す

る
市
の
見
解
を
伺
う
。
ま
た
、
地

域
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
た
子
ど

も
会
の
衰
退
に
つ
い
て
、
後
方
支

援
策
な
ど
を
伺
う
。

　
　

高
齢
化
や
人
口
減
少
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
等
に
伴

い
、
地
域
住
民
の
自
治
会
へ
の
意

識
や
参
画
の
状
況
は
大
き
く
変
化

し
て
い
る
。
担
い
手
不
足
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
解
決
に
向
け
た

自
治
会
間
の
情
報
共
有
の
機
会
の

創
出
、
自
治
会
加
入
の
促
進
に
取

り
組
み
、
市
職
員
も
地
域
社
会
の

一
員
と
し
て

ま
ち
づ
く
り

に
参
加
す
る

よ
う
促
し
て

い
く
。ま
た
、

子
ど
も
会
活

動
に
貢
献
す

る
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
の

活
動
の
下
支
え
に
加
え
、
子
ど
も

会
の
存
在
意
義
や
そ
の
有
効
性
の

理
解
を
促
す
た
め
の
広
報
な
ど
地

域
の
社
会
教
育
団
体
の
育
成
に
取

り
組
む
。

問答

　
　
空
き
家
を
活
用
し
た
新
た
な

交
流
の
取
組
に
つ
い
て
、
交

流
促
進
空
家
活
用
事
業
の
今
年
度

の
取
組
の
特
色
と
期
待
し
て
い
る

効
果
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
事
業
経
費
の
自
己
負
担
部
分

の
調
達
に
つ
い
て
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
募
集
額
に
条

件
を
設
け
ず
、
そ
の
手
数
料
の

20
万
円
を
上
限
に
補
助
す
る
。
ま

た
、
空
き
家
の
確
保
前
で
の
応
募

を
可
能
と
し
て
採
択
後
の
補
助
金

交
付
ま
で
の
確
保
を
要
件
と
し
、

募
集
期
間
を
延
長
し
て
応
募
機
会

を
増
や
し
た
。
公
開
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
（
審
査
会
）
会
場
で

あ
る
産
業
交
流
ス
ペ
ー
ス
メ
グ
リ

バ
の
起
業
創
業
支
援
機
能
が
、
採

択
後
の
支
援
に
つ
な
が
る
こ
と
も

特
色
の
一
つ
で
あ
る
。
採
択
さ
れ

た
事
業
が
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
継

続
し
、
地
域
へ
の
好
影
響
や
活
性

化
が
地
域
の
魅
力
向
上
、
移
住
定

住
に
つ

な
が
る

こ
と
を

期
待
し

て
い
る
。

問答

地域政党　やまぐちの風
竹中  一郎

定住 新たなアイデアで空き家を交流の場に！

ふるさと共創やまぐち
植野  伸一

協働 地域づくりにおける、課題の検証!!

　
　

本
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
過

疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支

援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
目
的

の
受
け
止
め
と
今
後
の
支
援
策
を

伺
う
。

　
　

こ
れ
ま
で
過
疎
地
域
の
自
立

に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
い

ま
だ
諸
課
題
が
残
る
状
況
で
あ
る
。

地
域
内
外
の
多
様
な
主
体
が
地
域

を
支
え
合
い
、
自
主
的
、
主
体
的

か
つ
持
続
的
に
課
題
解
決
に
取
り

組
む
地
域
社
会
を
形
成
す
る
と
と

も
に
、
豊
か
で
特
色
あ
る
資
源
を

活
用
し
た
地
域
活
力
の
向
上
を
図

る
取
組
が
過
疎
地
域
の
持
続
的
発

展
と
受
け
止
め
て
い
る
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
地
域
資
源
等
を
活

用
し
た
様
々
な
取
組
に
過
疎
対
策

事
業
債
な
ど
の
支
援
措
置
を
活
用

し
て
、
将
来
的
に
非
過
疎
地
域
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
ふ
る
さ

と
に
ぎ
わ
い
計
画
を
は
じ
め
と
す

る
地
域
の

特
性
を
生

か
し
た
諸

施
策
を
展

開
す
る
。

問答

市民クラブ
山見  敏雄

行政 過疎地域の持続的発展

　
　
市
民
誰
も
が
快
適
で
容
易
に
移

動
で
き
る
、
生
活
に
必
要
不
可

欠
な
交
通
網
の
維
持
確
保
、
強
化

に
つ
い
て「
自
宅
か
ら
停
留
所
ま
で

の
移
動
手
段
が
な
い
、
バ
ス
停
を
、

よ
り
病
院
や
ス
ー
パ
ー
に
近
づ
け

て
欲
し
い
」と
い
う
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
移
動
に
関
す
る
不
便
や
不

安
の
声
に
市
は
ど
う
応
え
る
の
か
。

　
　
自
宅
や
目
的
地
か
ら
バ
ス
停
、

駅
ま
で
の
距
離
を
埋
め
る
ラ※

ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
対

策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
議
員
提
案
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

停
留
所
の
間
隔
や
位

置
変
更
、
増
設
等
に

つ
い
て
は
、
要
望
が

あ
れ
ば
関
係
機
関
と

協
議
調
整
の
う
え
適

切
に
対
応
し
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

　
▼
小
・
中
学
生
に
対
す
る
給
食

費
支
援

　
▼
飲
食
・
観
光
と
そ
の
関
連
事

業
者
に
対
す
る
緊
急
支
援

　
▼
市
職
員
の
労
働
環
境

問答

自由民主党山口
湊  和久

生活 高齢者や障がい者が安心して暮らせる交通網整備

※ラストワンマイル
自宅と最寄りの停留所、駅までの
道のり・区間のこと。

山口市移住情報
「住む住む山口」

（市ウェブサイト）
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タブレット端末で
動画活用を試行

ようこそ議場へ
白石小学校
６年生が見学

模
擬
議
会
開
催

コロナ感染をよぼうするた
め、小学校の授業をリモー
トで行うことを提案し
たいと思います。

　
白
石
小
学
校
６
年
生
１
２
１
名
が
市
議
会
議
場
を
訪

れ
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を
と
り
な
が
ら
、

前
半・後
半
の
２
グ
ル
ー
プ
で
議
会
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

予
防
の
た
め
、「
小
学
校
の
授
業
を
リ
モ
ー
ト
で
行
う

こ
と
」が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
、疑
問
点
や
問
題
点
な
ど
た
く
さ
ん
の

質
問
が
行
わ
れ
、答
弁
者
か
ら
は
リ
モ
ー
ト
授
業
を
実

施
す
る
た
め
の
対
策
な
ど
、し
っ
か
り
と
し
た
答
弁
が
行

わ
れ
ま
し
た
。最
後
に
議
長
か
ら
賛
成
議
員
の
起
立
を

求
め
、２
グ
ル
ー
プ
と
も
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
は
一
斉
休
業
に
よ
り
小
学
校
も
休
校
と
な
り
ま

し
た
が
、児
童
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
経
験
を
も
と
に
真
剣

に
考
え
て
意
思
を
表
し
ま
し
た
。

　
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、こ
の
体
験
を
今
後
の

学
校
生
活
で
生
か
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。私たちも、山口をどのよ

うにすればいいかを考
えていきたいと思
いました。

テストはどういう方法
で行うのですか？

市長からの説明が終わりま
した。それでは、議員の
皆さん、質問はあり
ませんか。

ぼうちょう席にいって、
実際に本当の議会を見
てみたいなと思い
ました。

※子どもたちの声は、後日、
届いたお礼状（感想文）
などから引用しました。
写真の児童とは連動して
いません。

（議員に質問）
女性議員は何人いま
すか？

低学年の児童は、一人でタブ
レット操作ができない子も
いると思いますが、どう
したらよいですか？

（議員に質問）
議長が欠席したときは
誰が代わりをするん

ですか？
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議会からのお知らせ議会からのお知らせ

　議会として政策立案及び政策提言を積極的
に行っていくために、山口市議会条例立案等調
査研究会を設置しました。
　現在、『手話言語条例』を検討テーマとして
条例立案等に向けた調査・研究を進めています。

　座長　入江 幸江　　 副座長　其原 義信
　委員　坂井 芳浩　山本 貴広　中野 光昭
　　　　氏永 東光　尾上 頼子　部谷 翔大

「山口市議会条例立案等
調査研究会」を設置

タブレット端末の更新等に関するワーキンググループ会議を設置

議会改革を進めています
～わかりやすく開かれた議会に～

　議会活動の効率化と議員活動のさらなる充実、活性化を図るために、議
員へのタブレット端末機器の貸与とペーパーレス会議システムを導入して
約２年半が経過しました。
　この間、これまで紙が主流であった各種会議資料がデータ化されたこと
により、紙資源の節減、印刷経費の削減とともに、円滑な会議運営が図ら
れてきましたが、タブレット端末の機能をさらに活用するためワーキング
グループを新たに設置しました。
　グループリーダーを中心に自由闊達な議論を進め、議員の質問力や調査
研究能力の向上にもつなげていきます。

市内で学ぶ
視察報告
くわしくは二次元コードからご覧ください。

脱炭素社会の実現に向けた意見交換
　中国電力株式会社の方をお招きし、2050 年までに
二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの排出量から、森林などによる吸収量を差し引いて実質ゼロにする
「2050年カーボンニュートラル（脱炭素社会）」の実現に向け、意見交換を行いました。また、エネルギー基
本計画やエネルギーのベストミックス、災害時の対応、再生可能エネルギーの取組事例などについて説明をい
ただきました。
　日本のエネルギー自給率は約11.8％で、海外からの化石燃料（石油・石炭・天然ガスなど）の輸入に頼っ
ているのが実情です。2050年カーボンニュートラルは非常に挑戦的な目標であるため、再生可能エネルギー
開発の技術革新のほか、市民にも節電意識を持ってもらう必要があり、安定した電力供給には、安全性を大前
提としたうえでの原子力発電の計画的な活用も重要であるとのことでした。

赤妻２号雨水貯留施設建設現場を視察
　近年のゲリラ豪雨などによる浸水被害の軽減を図るため、湯田地域における対
策として、赤妻１号雨水貯留施設や朝倉雨水調整池に続き、赤妻２号雨水貯留施
設が建設中です。完成後は施設内に入って内部構造等を確認することが難しくな
ることから、地下の雨水貯留部分を埋設する前に建設現場を現地調査しました。
　有効貯留量は約 8,000 立方メートル（25メートルプール約 20杯分相当）と
市内最大の地下埋設型施設です。施設面積約 3,200 平方メートル（約 60メー
トル×約 54メートル）の施設上部の更地の有効活用に、今後、取り組んでいき
ます。

5/10  生活環境委員会

赤妻２号雨水貯留施設内部の様子

グループリーダー
 村上　満典
委員 入江　幸江
 山下　　宏
 其原　義信
 宮川　英之
 伊藤　青波
 大田たける
 野村雄太郎

　３月定例会に引き続き、本会議の一般質問において、質問者
の説明を補完するため、試験的に音声なしの動画を映しました。
動画は会議録には残らないため、どう取り扱うかなど今後の課
題もありますが、市民のみなさんにとって、わかりやすい質問
となるよう本格運用に向け協議を進めていきます。

委員会の構成に変更がありました
　予算決算委員会　委員長　其原 義信
　議会運営委員会　委　員　伊藤 青波
　新本庁舎の建設等に関する調査特別委員会　
　　　　　　　　　委　員　伊藤 青波

タブレット端末で
動画活用を試行
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委員長　倉重　浩　　副委員長　大田たける
委　員　泉　裕樹・湊　和久・中島裕一・野島義正
　　　　山本貴広・山本敏昭・植野伸一・氏永東光
　　　　野村雄太郎

議会の主な動き

次号は 11月 15日です

市議会だより等編集委員会

● ５日 市議会だより等編集委員会
● ９日 第８７回山口県市議会議長会定期総会
● １２日 会派代表者会議
●13日 市議会だより等編集委員会
● 19日 議会運営委員会
●26日 第２回臨時会

●10日 会派代表者会議、
  生活環境委員会
  行政視察
●31日 会派代表者会議、
  議会運営委員会、
  執行部説明会、
  広報広聴委員会

● 7日 第３回定例会初日（～６月２８日最終日）
● ８日 議会運営委員会、会派代表者会議
●１4日  市議会だより等編集委員会
●１7日 議会運営委員会、条例立案等調査研究会
●24日 議会改革検討協議会
●28日 議会運営委員会、

執行部説明会、
  市議会だより等
  編集委員会、
  広報広聴委員会、

タブレット端末の
更新等に関する
ワーキンググルー
プ会議

4月

6月

5月

編　集　後　記
　KDDⅠ維新ホールのオープンに続き、山口ゆめ回廊博覧会
の各種イベントが開催中。新しい時代の山口市づくりに向け、
様々な仕掛けにどんなドラマが展開されるか、ワクワク、ドキ
ドキしています。（中島）

　読んでみたくなる紙面づくりにチャレンジして７年が経過し
ましたが、一向に上達しません。毎回悩むのがレイアウト、見出
し、文章表現。日頃使わない語彙や言い回し、もちろんカタカ
ナ言葉の解説等、まだまだ学ぶところ多しです。（貴広）

次回定例会日程のお知らせ
（予定）

　４月14日、地元の幼稚園児・保育園児と小・中学生が
椹野川漁協から提供された５千匹のアユの稚魚を仁保川に
放流しました。「みんなの力できれいな川をいつまでも」
を合言葉に「元気に大きく育ってね」と願いも込めま
した。

【表紙写真】

議会や市議会だより、ホームページ等をご覧になった
ご感想やご意見をお寄せください。
住　所：〒753-8650 山口市亀山町２番１号
電　話：083-934-2854 ／ FAX：083-934-2658
メール：gikai@city.yamaguchi.lg.jp
あて先：山口市議会事務局「議会の感想」宛て

ご感想をお寄せください

●山口市議会ホームページ
http://www.
yamaguchi-gikai.jp

●インターネット録画中継
http://cstream.c-able.
ne.jp/yamaguchi-gikai/m/

議会の内容をウェブでご覧いただけます

コミタク良城の実証運行がスタート

今年はトビイロウンカ対策を

７市町の各会場でイベントを開催

令和３年成人式（5月4日）

9/5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 10/1 2 

日 月 火 水 木 金 土

10：00～17：00
ケーブルで生中継

本会議
（初日）
10：00～

本会議
（最終日）
10：00～

本会議終了後
予算決算
委員会

予算決算
委員会
10：00～

予算決算
委員会
10：00～

教育民生
委員会
生活環境
委員会
10：00～

教育民生
委員会
生活環境
委員会
10：00～

総　務
委員会
経済建設
委員会
10：00～

総　務
委員会
経済建設
委員会
10：00～

会議日 は傍聴ができます。

3 4 5 6 7 8 9

敬老の日 秋分の日

陳情の受付…8/25（水）まで　請願の受付…9/1（水）まで

本会議
10：00～
（一般質問・質疑）
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